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特
殊
文
庫
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ひ
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古
典
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が
つ
な
ぐ
過
去
と
未
来
【
序
】

何
か
を
集
め
る
と
い
う
行
為
に
は
様
々
な
理
由
が
あ
る
。
集

め
る
も
の
へ
の
愛
が
第
一
義
と
な
る
の
は
勿
論
だ
が
、
対
象
が

書
物
で
あ
る
場
合
、
理
由
は
そ
こ
に
留
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
よ

り
よ
い
世
の
中
を
希
求
し
進
取
の
法
制
度
や
経
済
や
科
学
知
識

を
摂
取
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
生
老
病
死
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ

心
を
平
穏
に
保
つ
術
を
知
る
手
段
と
し
て
、
古
来
夥
し
い
書
物

が
集
積
さ
れ
て
き
た
。
逆
に
言
え
ば
書
物
と
い
う
情
報
を
握
っ

て
い
る
も
の
こ
そ
が
覇
を
唱
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か

ら
、
為
政
者
や
宗
教
者
は
競
っ
て
本
を
収
集
し
て
い
た
。
そ
し

て
栄
枯
盛
衰
に
よ
り
散
逸
す
る
名
家
の
旧
蔵
書
に
は
美
術
品
同

様
に
付
加
価
値
が
加
わ
り
、
後
代
の
愛
書
家
た
ち
は
そ
れ
を
手

に
入
れ
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
た
。

堆
積
と
散
逸
を
繰
り
返
す
古
典
籍
の
魔
力
は
、
近
代
以
降
、

時
代
の
覇
者
を
自
任
す
る
財
閥
の
創
始
者
達
に
も
ひ
と
し
く
作

用
し
た
。
折
か
ら
吹
き
荒
れ
る
急
進
的
西
欧
化
の
嵐
の
中
、
公

家
や
大
名
家
の
所
蔵
品
が
巷
間
に
流
出
し
、
国
外
へ
の
散
逸
が

危
惧
さ
れ
る
時
代
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
彼
ら
が
自
国
の
文
化
財

保
護
に
責
務
を
感
じ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
知
識

欲
と
所
有
欲
を
満
足
さ
せ
る
た
め
古
典
籍
に
食
指
を
動
か
し
た

こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
財
界
人
の
収
集
品
も
多

い
う
、
の
ち
の
「
国
書
総
目
録
」
の
よ
う
な
遠
大
な
プ
ラ
ン
が

議
事
録
を
賑
わ
し
て
い
る
。
ま
た
時
代
の
空
気
を
映
す
も
の
と

し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
の
「
全
国
私
設
文
庫
主
催

　
日
本
文
化
特
別
展
覧
会
」
の
開
催
、
海
外
で
の
日
本
文
化
展

覧
会
な
ど
も
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
日
の
目
を
み
て

い
な
い
。
一
方
、
政
府
に
対
す
る
特
殊
文
庫
の
税
制
上
の
優
遇

措
置
や
文
化
財
修
理
補
助
金
の
要
求
な
ど
、
会
と
し
て
実
際
の

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
現
行
の
文
化

財
保
護
政
策
を
先
取
り
し
た
よ
う
な
提
言
も
見
受
け
ら
れ
る
。

戦
後
の
文
化
行
政
に
対
す
る
危
機
意
識
か
ら
出
発
し
た
協

議
会
も
、
加
盟
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
機
関
誌
を
発
刊
す

る
な
ど
安
定
し
た
路
線
を
歩
み
始
め
る
に
つ
れ
活
動
規
模
が

縮
小
さ
れ
、
一
昨
年
十
月
、
つ
い
に
そ
の
歴
史
の
幕
を
閉
じ
た
。

様
々
な
形
態
の
運
営
母
体
に
よ
る
文
庫
の
連
合
体
が
足
並
み
を

揃
え
て
活
動
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
解
散
は
無
理
か
ら
ぬ
こ

と
で
は
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
書
籍
蒐
蔵
の
悠
久
の
歴
史
に
お
い

て
は
「
特
殊
文
庫
」
と
い
う
存
在
自
体
、
一
つ
の
過
渡
的
形
態

と
い
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。「
美
術
館
」「
博
物
館
」
と
い
っ

た
、
視
覚
の
喜
び
を
謳
う
華
や
か
な
文
化
施
設
の
蔭
に
あ
っ

て
、
鑑
賞
だ
け
で
は
な
く
読
ん
で
こ
そ
価
値
の
あ
る
古
典
籍
を

扱
う
「
文
庫
」
は
、
一
般
の
人
々
に
は
今
や
遠
い
存
在
で
あ
る
。

し
か
し
過
去
の
書
物
か
ら
叡
智
を
汲
み
出
す
営
み
が
再
び
広

く
求
め
ら
れ
る
時
代
が
到
来
す
る
こ
と
を
信
じ
、
私
た
ち
は
手

を
携
え
、
そ
れ
ら
を
守
り
伝
え
る
手
段
を
探
り
続
け
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

村
木
敬
子

【
文
献
】
ぶ
ん
け
ん

特
殊
文
庫
連
合
協
議
会
が
昭
和
三
十
四
年
に
創

刊
し
た
学
術
雑
誌
。
古
典
籍
に
関
す
る
論
考
の

ほ
か
加
盟
機
関
の
資
料
紹
介
や
活
動
報
告
、
地

方
や
海
外
の
図
書
館
探
訪
記
な
ど
、
広
く
情
報

を
集
め
、
本
の
所
蔵
者
や
施
設
同
士
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
昭
和
四
十
五

年
の
第
十
四
巻
を
最
後
に
終
刊
。

く
は
生
々
流
転
の
憂
き
目
に
あ
う

け
れ

ど
も
、
幸
い
に
戦
後
の
混
乱
期
を

経
て
な
お
存
続
し

得
て
い
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
そ
れ
ら
が
「
特
殊
文
庫
」

と
呼
ば
れ
る
存
在
で
あ
り
、
特
殊
文
庫
同
士
が
連
帯
し
た
活

動
組
織
が
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
年
）
に
創
設
さ
れ
た

「
特
殊
文
庫
連
合
協
議
会
」
で
あ
っ
た
。

同
会
機
関
誌
「
文
献
」
の
「
刊
行
の
こ
と
ば
」
に
よ
る
と
、

同
会
は
「
日
本
は
も
と
よ
り
、
広
く
ア
ジ
ア
に
関
す
る
文
献

を
主
体
と
し
て
所
蔵
す
る
特
殊
文
庫
の
集
り
」
で
あ
る
。
大

量
の
貴
重
な
典
籍
が
「
さ
き
の
大
戦
に
災
害
に
あ
い
、
又
こ

れ
に
つ
ゞ
く
戦
後
の
混
乱
に
よ
っ
て
国
外
に
流
出
し
」
散
逸

し
た
た
め
、
残
存
す
る
文
献
の
保
存
と
利
用
が
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
所
有
す
る
特
殊
文
庫
は
「
従
来

夫
々
の
伝
統
の
も
と
に
、
分
散
的
に
、
個
別
的
に
運
営
さ
れ
、

時
に
は
一
般
研
究
者
に
対
し
て
閉
鎖
的
傾
向
を
有
す
る
も
の

す
ら
あ
っ
た
」。
そ
こ
で
「
相
互
に
連
絡
協
力
し
て
文
献
の
保

存
と
公
開
利
用
の
文
化
的
使
命
を
達
成
す
る
た
め
に
」
結
成

さ
れ
た
の
が
同
会
で
あ
っ
た
。

金
沢
文
庫
に
は
同
会
の
古
い
議
事
録
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、

運
営
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
発
足
当
初
の
会
員
は

ア
ジ
ア
文
化
図
書
館
・
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
・
金
沢
文
庫
・

興
風
会
図
書
館
・
国
際
文
化
振
興
会
・
静
嘉
堂
文
庫
・
前
田

育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
・
大
東
急
記
念
文
庫
・
東
洋
文
庫
・
成

田
図
書
館
・
蓬
左
文
庫
・
無
窮
会
図
書
館
（
五
十
音
順
）
の
十

二
庫
。
翌
年
の
十
二
月
に
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
斯
道
文
庫
、

天
理
図
書
館
、
神
宮
文
庫
が
、
次
い
で
阪
本
龍
門
文
庫
・
叡

山
文
庫
・
三
井
文
庫
・
三
康
文
化
研
究
所
が
加
わ
り
、
中
途

で
退
会
す
る
機
関
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
文
庫
が
活
動
の

中
心
と
な
っ
て
い
た
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
先
述
の
機
関
誌
「
文
献
」
の
刊
行

が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
誌
は
読
者
を
募
っ
て
会
費
を
集
め
、
さ

ら
に
古
書
店
か
ら
の
刊
行
援
助
金
も
得
て
、
昭
和
三
十
四
年

三
月
に
創
刊
、
研
究
発
表
や
会
員
相
互
の
情
報
交
換
の
場
と

し
て
機
能
し
て
い
た
。
昭
和
三
十
六
年
七
月
に
は
ハ
ー
バ
ー

ド
燕
京
図
書
館
の
基
金
に
よ
り
「
特
殊
文
庫
所
蔵
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
連
合
目
録
」
を
刊
行
、
九
月
に
は
「
特
殊
文
庫
連

合
協
議
会
主
催
第
一
回
講
演
会
」
と
銘
打
ち
、
大
東
急
記
念

文
庫
に
お
い
て
二
回
の
講
演
が
行
わ
れ
た
（
第
一
回

は
村
田
正
志
・
東
京
大
学
助
教
授
「
太
平
記
に

つ
い
て
」、
第
二
回
は
石
原
　
明
・
横
浜
市
立
大

学
講
師
「
日
本
に
お
け
る
解
剖
図
」）。

そ
の
ほ
か
「
漢
籍
叢
書
所
在
目
録
」「
東

洋
学
関
係
特
殊
文
庫
要
覧
」
の
刊
行
、「
我
が

国
現
存
の
宋
元
版
本
及
び
そ
の
抄
本
の
調
査
研

究
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
科
研
費
助
成
金
の
申
請
、

さ
ら
に
は
全
国
の
古
典
籍
の
所
蔵
先
の
目
録
化
と

「
特
殊
文
庫
」と

「
特
殊
文
庫
連
合
協
議
会
」


